
　

日
本
共
産
党
千
葉
県
西
部
地
区
委
員
会

と
船
橋
市
議
団
は
12
月
9
日
市
長
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対
策
に
関

す
る
緊
急
の
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
「
第

３
波
」
で
感
染
者
は
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
船
橋
市
内
で
も
介
護
老
人
施
設
、
高

等
学
校
で
感
染
者
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し

て

い

ま

す
。
感
染
の

爆
発
的
拡
大

を
抑
止
し
、

医
療
崩
壊
を

招
か
な
い
た

め
の
抜
本
的

な
対
策
強
化

が

必

要

で

す
。
そ
の
た

め
「
病
院
・

介
護
施
設
等

へ
の
社
会
的

　

12
月
15
日
は
、
予
算
決
算
委
員
会

の
総
括
質
疑
で
し
た
。
し
か
し
、
鈴

木
和
美
委
員
長
が
、
日
本
共
産
党
の

質
疑
に
対
す
る
理
事
者
の
答
弁
を
、

行
わ
せ
な
い
異
常
な
運
営
を
行
っ
た

た
め
、
日
本
共
産
党
は
委
員
長
の
不

信
任
動
議
を
出
し
ま
し
た
。

検
査
」
な
ど
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
年
末
年
始
の
生
活
保
護
な
ど
の
申
請

窓
口
の
開
設
も
要
望
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
危
機
感
は
共
有
し
て
い
る
」

「
厚
労
省
に
対
し
複
数
人
ま
と
め
て
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
（
プ
ー
ル
方
式
）
を
認
め
、
費

用
は
行
政
検
査
と
同
じ
取
り
扱
い
に
す
る

事
を
求
め
た
」
「
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
に
要
望
は
検
討
し
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

要
望
事
項
は
以
下
の
通
り
で
す
。

1
．
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施
設
、
保
育

園
・
幼
稚
園
、
学
校
、
放
課
後
ル
ー
ム
な

ど
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
れ
ば
多
大

な
影
響
が
出
る
施
設
等
に
定
期
的
な

「
社
会
的
検
査
」
を
行
う
こ
と
。
特
に
「
全

額
国
庫
負
担
に
よ
る
検
査
」
と
す
る
よ

う
、
国
に
強
く
要
請
す
る
こ
と
。

２
．
命
に
か
か
わ
る
医
療
・
介
護
施
設
等
の

ク
ラ
ス
タ
ー
を
こ
れ
以
上
発
生
さ
せ
な

い
た
め
に
、
緊
急
に
医
療
・
介
護
施
設
等

の
従
事
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す

　

質
疑
の
対
象
と
な
っ
た
補
正
予
算

は
３
議
案
で
（
表
１
）
の
通
り
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は

①
教
育
施
設
や
市
営
住
宅
な
ど
が
指

定
管
理
者
制
度
に
な
る
事
で
、
住

民
福
祉
が
後
退
し
な
い
か

②
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
過
重
負

担
と
な
っ
て
い

る
保
健
所
の
職

員
体
制
に
つ
い

て
③
船
橋
市
だ
け
で

年
間
10
億
円
以

上
の
赤
字
を
出

し
て
い
る
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ

い
て

④
高
校
生
１
５
３

人
、
保
護
者
４

０
１
人
も
対
象

る
こ
と
。

３
．
65
歳
以
上
の
人
や
基
礎
疾
患
の
あ
る

人
を
対
象
に
、
希
望
者
は
無
症
状
で
も

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
。

４
．
感
染
追
跡
を
専
門
に
行
う
ト
レ
ー
サ

ー
を
確
保
し
、
保
健
所
の
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
。

５
．「
医
療
崩
壊
」
を
防
ぐ
た
め
、
医
療
機
関

へ
の
減
収
補
填
、
宿
泊
施
設
の
さ
ら
な

る
確
保
を
行
う
こ
と
。

６
．
千
葉
県
が
東
葛
地
区
の
飲
食
店
に
午

後
10
時
以
降
の
酒
類
提
供
の
自
粛
を
要

請
し
て
い
る
が
、
補
償
と
セ
ッ
ト
で
行

わ
な
け
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
で
苦
境
に
立
つ

事
業
者
を
さ
ら
に
追
い
詰
め
る
こ
と
に

な
る
。
県
に
事
業
者
へ
の
補
償
を
要
望

す
る
と
共
に
、
市
独
自
の
対
策
を
検
討

す
る
こ
と
。
1
月
15
日
に
申
請
期
限
を

迎
え
る
「
船
橋
市
事
業
継
続
支
援
助
成

金
」
の
期
限
延
長
を
行
う
こ
と
。

７
． 

雇
用
調
整
助
成
金
、
休
業
支
援
金
、
持

続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援
金
な
ど
の
期

限
延
長
を
国
に
要
請
す
る
こ
と
。
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労働相談も受けています
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1月14日（木）

2月10日（水）

質
問
封
じ
は
議
会
の
責
任
放
棄

質
問
封
じ
は
議
会
の
責
任
放
棄

鈴
木
予
算
決
算
委
員
長
の
不
信
任
動
議
を
提
出

鈴
木
予
算
決
算
委
員
長
の
不
信
任
動
議
を
提
出

コ
ロ
ナ
対
策 

緊
急
の
要
望
書
を
市
長
に
提
出

か
ら
外
さ
れ
る
ひ
と
り
親
医
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て

⑤
洪
水
危
険
地
区
の
海
老
川
上
流
地

区
へ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
や
救
急
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
移
転
に
つ
い
て

を
質
疑
し
ま
し
た
が
、
委
員
長
は
①

と
②
の
み
答
弁
さ
せ
、
③
④
⑤
は
答
弁

を
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
間
、
総
括
質
疑
を
め
ぐ
っ
て

予
算
決
算
委
員
会
理
事
会
で
「
政
策

的
判
断
を
求
め
る
も
の
か
、
複
数
の

委
員
会
に
ま
た
が
る
も
の
に
限
る
」

な
ど
質
疑
に
制
約
が
持
ち
込
ま
れ
、

今
議
会
で
は
質
問
通
告
を
理
事
会
が

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
な
ど
議
員
の
発
言

権
を
抑
制
す
る
動
き
が
続
い
て
き
ま

し
た
。
議
会
が
市
長
へ
の
質
疑
や
質

問
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
市
長
の
チ

ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
責
任
放
棄
で

す
。

　

動
議
は
賛
成
が
47
人
中
11
人
（
表

２
）
で
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
ま
ま
の
予
算
決
算
委

員
会
の
運
営
で
は
議
会
と
し
て
責
任

【
鈴
木
委
員
長
の
不
信
任
動
議
に
賛

成
し
た
議
員
】

　

日
本
共
産
党
の
岩
井
友
子
、
神

子
そ
よ
子
、
坂
井
洋
介
、
松
崎
さ

ち
（
金
沢
和
子
は
欠
席
）
、
市
民
民

主
連
合
の
浦
田
秀
夫
、
神
田
廣
栄
、

斉
藤
誠
、
み
ら
い
＠
船
橋
の
朝
倉

幹
晴
、
池
沢
み
ち
よ
、
無
所
属
の

今
仲
き
い
子
、
は
ま
の
太
郎
（
氏

名
は
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

議案１号一般会計補正予算
（新型コロナ対策、ひとり親家庭医療費助成

制度改定、ふるさと納税返礼品費増額、救

急ステーション設計費削減、総合体育館・

武道センター・市民ギャラリー・茶華道セン

ター・市営住宅・一宮少年自然の家等の指

定管理料、他）

議案２号介護保険会計補正予算
（介護報酬改定のためのシステム改修費）

議案３号病院事業会計補正予算
（海老川上流開発に関連した医療センター建

て替え設計費削減）

を
負
っ
た
質
疑
が
で
き
な
い
ま
ま
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
民
の
声
を

代
弁
す
る
議
会
の
機
能
を
果
た
す
た

め
日
本
共
産
党
は
改
善
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

（表１）

（
表
２
）

2020年12月21日 No.999
ミニにゅうす　2020年12月21日 No.999（２）

日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005
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<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>

438-8647岩 井 友 子

422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち

4０４-２０３９坂 井 洋 介

769-7271神子そよ子
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